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1 まえがき
平面型リフレクトアレーとは,複数のマイクロストリッ
プ素子から構成され, 入射波を所望の方向に強く散乱さ
せることができる散乱体である. 平面型リフレクトア
レーの欠点はその狭帯域性であり, 狭帯域性を克服する
ために新しい構造を用いた広帯域なマイクロストリップ
素子が数多く提案されている [1]-[2]. しかしながら, マ
イクロストリップ素子の広帯域化には原理的に限界があ
る. 本報告では, 超広帯域素子である対数周期ダイポー
ルアレー (Log-Periodic Dipole Array, LPDA)素子を用
いたリフレクトアレーを提案し, その広帯域性を数値的
に明らかにする.

2 広帯域リフレクトアレー素子の設計
本報告では, 広帯域リフレクトアレー素子として図 1
に示す LPDA素子を利用する. LPDA素子は自己補対
構造を持ち, 広帯域に亘って動作することが知られてい
る. LPDA素子の反射係数の位相特性を図 2に示す. 位
相変化量が 2π以上であり, 3周波数帯で素子の大きさに
対して位相変化が線形な事が分かる.

3 リフレクトアレーの設計
LPDA素子を 18.75 cm間隔ごとに 5素子配置した 1次
元のリフレクトアレーを設計し, その RCS(Radar cross
section)を計算した. その計算結果を図 3に示す. 3dB
帯域幅が 55.4％となり, その広帯域性が数値的に確認で
きた.

4 まとめ
LPDA素子は, 3周波数帯で素子の大きさに対して反
射係数の位相が線形的に変化し, 位相変化量が 2π を超
える事を確認した. そして, LPDA素子から構成される
リフレクトアレーは広帯域特性を示す事を確認した.
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図 1 LPDA素子.

|Einc|=1 V/m, a=0.5 mm, s1=0.43 cm, 
α=1.04117, N=22
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図 2 素子の反射係数位相特性.
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図 3 リフレクトアレーの RCS周波数特性.


